
一橋論叢 第八十九巻 第四号　（102）

一
橋
杜
会
学
の
伝
統

　
本
学
に
社
会
学
の
講
義
が
最
初
に
設
げ
ら
れ
た
の
は
、
東
京
高

等
商
業
学
校
時
代
の
大
正
四
年
（
一
九
一
五
年
）
の
こ
と
で
、
専

攻
部
に
開
講
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
講
義
を
担
当
し
た
教
官

は
、
帝
国
大
学
か
ら
非
常
勤
講
師
と
し
て
こ
ら
れ
た
建
部
遜
吾
氏

で
あ
っ
た
。
氏
の
担
当
は
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
年
）
ま
で
続

き
、
大
正
一
一
年
に
就
任
し
た
専
任
の
高
田
保
馬
教
授
と
交
代
す

る
が
、
大
正
二
二
年
に
高
田
教
授
が
九
州
大
学
に
転
任
さ
れ
、
再

度
建
部
教
授
が
非
常
勤
講
師
と
し
て
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）

ま
で
担
当
さ
れ
た
。

　
西
欧
の
杜
会
学
の
歴
史
は
、
犬
き
く
見
て
三
つ
の
時
期
に
区
分

で
き
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
ト
（
＞
自
o
q
自
ω
宗
o
o
旨
益
ミ
o
o
o
l

古
　
賀

英
　
三

郎

H
o
o
ω
N
）
や
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ペ
ン
サ
ー
（
｝
實
ず
①
ユ
ω
勺
o
コ
o
胃
一
〇
〇
8

－
5
8
）
に
代
表
さ
れ
る
、
一
九
世
紀
の
古
典
的
な
綜
合
社
会
学

の
時
期
、
綜
合
社
会
学
に
否
定
的
で
、
社
会
学
の
固
有
の
対
象
を

人
ぴ
と
の
心
的
相
互
作
用
の
形
式
に
求
め
た
、
一
九
世
紀
末
か
ら

二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
形
式
社
会
学
の
時
期
、
そ
れ
以
後
の
、

新
し
い
綜
合
を
求
め
る
現
代
の
社
会
挙
の
時
期
で
あ
る
。

　
建
部
教
授
は
コ
ン
ト
社
会
学
に
東
洋
哲
学
と
く
に
儒
教
を
加
味

し
て
、
社
会
有
機
体
説
と
社
会
進
化
論
と
の
統
合
を
は
か
る
、
わ

が
国
最
初
の
綜
合
社
会
学
体
系
を
樹
立
し
た
と
見
な
さ
れ
、
ま
た

高
田
教
授
は
、
形
式
社
会
学
に
依
拠
し
つ
つ
、
そ
れ
を
の
り
こ
え

る
独
自
の
体
系
を
築
い
た
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
両
教
授
の
社
会
学

は
、
本
学
に
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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（103）　一橋社会単の伝統

二

　
本
学
内
都
に
は
固
有
の
社
会
学
的
な
伝
統
が
存
在
し
た
。
福
田

徳
三
博
士
の
『
社
会
政
策
と
階
級
闘
争
』
（
大
正
二
年
）
は
、

「
『
社
会
』
の
発
見
」
と
題
す
る
章
を
以
っ
て
始
ま
る
。
こ
れ
は
国

家
で
も
個
人
で
も
な
い
何
も
の
か
と
し
て
の
社
会
が
い
か
に
し
て

発
見
さ
れ
た
か
を
、
こ
の
発
見
時
代
の
「
最
先
覚
者
」
で
ド
イ
ツ

に
お
け
る
社
会
学
の
創
始
者
の
一
人
ロ
レ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ

タ
イ
ン
（
■
o
8
冒
く
昌
ω
置
目
冨
ご
－
崖
8
）
に
始
ま
り
、
マ

ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
と
並
ん
で
、
ド
イ
ツ
の
社

会
学
者
オ
ヅ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
（
掌
彗
N
O
電
彗
ま
ぎ
實
H
o
．
2

l
H
堤
ω
）
や
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
（
5
o
星
邑

H
冨
－
顯
峯
畠
｝
｝
o
享
o
畠
①
－
o
。
α
阜
－
岩
S
）
に
も
論
及
し
、
「
国
家

至
上
哲
学
」
を
批
判
し
て
、
「
一
度
其
存
在
を
発
見
し
た
社
会
に

就
て
、
更
ら
に
其
運
動
の
法
則
を
発
見
す
る
こ
と
、
其
運
動
の
進

行
上
に
於
け
る
国
家
と
の
交
渉
を
正
く
解
釈
す
る
こ
と
、
他
方
、

同
時
に
個
人
と
の
関
係
を
究
明
す
る
こ
と
、
是
れ
が
社
会
政
策
理

論
の
第
一
問
題
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
第
一
問
趣
」

と
は
、
博
士
に
と
っ
て
は
、
「
社
会
政
策
固
有
の
哲
学
」
で
あ
り
、

「
『
社
会
の
発
見
』
の
意
義
を
更
ら
に
深
化
す
る
こ
と
」
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
は
社
会
学
な
い
し
社
会
哲
学
の
問
題
で
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
上
田
貞
次
郎
博
士
の
『
英
国
産
業
革
命
史
論
』
（
大
正
二
一
年
）

は
、
産
業
革
命
の
経
済
史
に
と
ど
ま
ら
な
い
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義

社
会
の
変
容
に
関
す
る
社
会
学
的
研
究
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

ま
た
博
士
の
『
日
本
人
口
閲
魑
研
究
』
（
第
一
輯
、
昭
和
八
年
・

一
九
三
三
年
）
は
、
博
士
自
身
の
表
現
に
よ
れ
ぱ
、
「
外
国
の
社

会
挙
的
統
計
家
の
採
っ
た
方
法
」
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

福
田
・
上
田
両
博
士
は
狭
い
意
味
で
の
経
済
学
者
で
は
な
く
、
同

時
に
社
会
学
者
で
も
あ
っ
て
、
本
学
に
お
け
る
社
会
挙
的
伝
統
の

確
立
に
貢
献
さ
れ
た
。

　
更
に
左
右
困
喜
一
郎
博
士
の
『
貨
幣
と
価
値
』
（
独
文
一
九
〇
九

年
・
明
治
四
二
年
、
邦
訳
昭
和
三
年
二
九
二
八
年
）
は
、
貨
幣

の
本
質
論
を
、
ド
イ
ツ
の
社
会
学
者
ジ
ン
メ
ル
（
Ω
8
『
o
目
凹
冒
昌
色

畠
㎞
o
．
1
5
冨
）
の
『
貨
幣
の
哲
学
』
（
一
九
〇
〇
年
）
な
ど
の
批
判

的
検
討
か
ら
始
め
、
ジ
ン
メ
ル
お
よ
ぴ
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
（
力
邑
o
罵

ω
g
昌
ヨ
一
胃
畠
蟹
－
岩
竃
）
の
社
会
学
説
を
批
判
し
つ
つ
「
社
会

と
個
人
」
の
問
題
に
ま
で
追
求
し
、
榑
士
独
自
の
「
評
価
社
会
」

理
論
を
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
「
社
会
と
個
人
」
の
社
会
学
的
問
題

は
、
博
士
の
「
価
値
の
体
系
」
（
犬
正
八
年
・
一
九
一
九
年
『
哲
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橋論叢 第八十九巻 第四号　（104）

学
研
究
』
に
発
表
さ
れ
、
『
文
化
価
値
と
極
眼
概
念
』
（
大
正
一
一

年
）
に
収
め
ら
れ
た
）
で
も
取
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
は
文
化
価
値
と

創
造
者
個
値
の
問
題
と
し
て
考
察
さ
れ
た
。
こ
の
両
者
の
関
係
は
、

「
文
化
哲
学
よ
り
観
た
る
社
会
主
義
の
協
同
体
倫
理
」
（
横
浜
社
会

問
題
研
究
所
編
、
社
会
問
題
研
究
叢
書
第
二
篇
『
新
カ
ン
ト
派
の

社
会
主
義
観
』
大
正
一
四
年
・
一
九
二
五
年
二
月
附
録
）
に
お
い

て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
左
右
田
博
士
の
認
識
論
的
方
法
論
的
業
繍
は
、
金
子
、
杉
村
両

教
授
の
社
会
学
研
究
に
ひ
き
つ
が
れ
た
。

　
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
か
ら
金
子
鷹
之
助
教
授
が
社
会
学

の
講
義
を
担
当
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
本
学
内
部
か
ら
生
ま
れ

た
最
初
の
社
会
学
の
講
義
で
あ
る
。
教
授
は
主
に
イ
ギ
リ
ス
社

会
学
を
講
じ
ら
れ
、
「
個
別
主
義
的
社
会
学
」
と
し
て
ベ
ン
サ
ム

（
』
實
Φ
昌
｝
巾
①
目
け
げ
里
冒
H
N
阜
o
o
l
H
o
o
ω
N
）
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ミ
ル
（
』
o
＝
目

撃
§
罧
旨
…
－
o
．
g
－
H
o
。
ご
）
に
っ
い
て
、
「
普
遍
主
義
的
社
会

学
」
と
し
て
グ
リ
ー
ン
（
H
ブ
O
ヨ
豊
串
…
Ω
篶
①
目
H
O
O
ぎ
ー
H
O
O
O
．
N
）
、

ブ
ラ
ヅ
ド
リ
ー
（
軍
竃
募
霊
｝
葦
岸
邑
一
①
く
畠
ま
1
岩
ミ
）
、

ボ
ザ
ン
キ
ト
（
田
o
；
弩
o
困
o
竃
■
一
巨
9
H
o
o
お
1
－
竃
ω
）
に
つ
い

て
、
「
多
元
論
酌
社
会
挙
」
と
し
て
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
、
ラ
ス
キ
（
宙
里
．

H
o
巨
』
o
器
弓
す
■
凹
ω
穴
－
一
〇
〇
〇
ω
1
一
〇
ω
o
）
、
マ
ッ
キ
ー
ヴ
7
1
（
射
o
・

げ
算
峯
o
旨
ぎ
目
冬
竃
H
く
⑭
・
富
。
。
心
l
H
ミ
o
）
、
コ
ー
ル
（
Ω
8
品
o

U
O
目
牡
富
崖
9
毒
a
O
O
－
Φ
H
o
o
o
．
o
l
5
S
）
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

た
。　
こ
こ
に
言
う
「
個
別
主
義
的
」
と
は
「
個
人
主
義
的
」
な
い
し

「
功
利
主
義
的
」
を
、
「
普
遍
主
義
的
」
と
は
「
国
家
主
義
的
」
な

い
し
「
理
想
主
義
的
」
を
意
味
し
、
「
多
元
論
的
」
と
は
国
家
と

個
人
と
の
問
に
介
在
す
る
多
元
的
な
機
能
集
団
の
役
割
を
強
調
す

る
立
場
と
解
さ
れ
る
。

　
教
授
の
主
著
の
一
つ
『
社
会
哲
学
史
研
究
』
（
昭
和
四
年
）
に

よ
れ
ぱ
、
イ
ギ
リ
ス
旧
自
由
主
義
の
長
所
－
自
主
自
偉
の
人
楕

の
尊
璽
1
を
採
る
と
と
も
に
、
そ
の
短
所
－
感
覚
主
義
・
唯

名
主
義
の
認
識
論
や
快
楽
主
義
・
功
利
圭
義
の
倫
理
学
1
を
改

造
ま
た
は
放
棄
し
て
、
個
人
と
社
会
と
の
綜
合
を
求
め
る
新
自
由

主
義
哲
学
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
教
授
の
問
題
関
心
で
あ
る
が
、

本
書
に
は
「
中
世
カ
ト
リ
！
ク
教
会
の
社
会
挙
説
」
お
よ
ぴ
「
マ

ク
イ
ヴ
ァ
ー
社
会
学
説
の
哲
学
的
基
調
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
教
授
に
は
『
イ
エ
ス
と
バ
ウ
ロ
』
（
昭
和
二
年
）
と
い
う
名

著
も
あ
る
。

　
昭
和
七
、
八
年
に
は
杉
村
広
蔵
教
授
も
社
会
学
の
講
義
を
担
当

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
講
義
は
、
主
に
一
九
世
紀
と
現
代
の
ド
イ
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（ユ05）　一橋社会学の伝統

ツ
杜
会
学
説
の
諸
傾
向
、
そ
し
て
へ
ー
ゲ
ル
以
後
の
哲
学
と
社
会

学
と
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
教
授
の
業
繍
（
『
経
済
哲

学
の
基
本
間
趨
』
（
昭
和
一
〇
年
）
、
『
経
済
哲
学
通
論
』
（
昭
和
一

三
年
）
な
ど
）
は
、
経
済
挙
の
哲
学
的
方
法
的
塞
礎
づ
け
に
関
す

る
も
の
が
主
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
内
包
す
る
社
会
科
学
方
法
論
は

社
会
学
に
共
通
で
あ
る
し
、
『
経
済
学
方
法
史
』
（
昭
和
二
二
年
）

に
は
、
「
客
観
主
義
時
代
の
形
相
」
と
し
て
、
古
典
派
経
済
学
お

よ
ぴ
歴
史
学
派
と
並
ん
で
「
『
産
業
社
会
』
の
認
識
」
と
し
て
、

ド
イ
ツ
の
社
会
学
者
ロ
レ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
ィ
ン
に
っ
い

て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
三
つ
の
社
会

形
態
」
が
コ
ン
ト
の
「
三
階
梯
の
法
則
」
と
対
比
検
討
さ
れ
、
ユ

ニ
ー
ク
な
シ
ュ
タ
イ
ン
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
、
さ
ら
に
同
書
の

「
主
観
主
義
時
代
の
動
向
」
で
は
、
「
今
日
い
ふ
と
こ
ろ
の
文
化
社

会
挙
な
ど
よ
り
は
、
は
る
か
に
国
民
生
活
の
骨
肉
に
ふ
れ
た
、
現

実
性
に
宮
ん
だ
も
の
」
と
し
て
、
リ
ー
ル
（
峯
亭
〇
一
昌
■
9
冒
一
9

く
冒
雪
O
巨
一
〇
。
竃
－
署
）
の
「
政
治
社
会
学
」
を
あ
げ
、
社
会
学

と
は
、
英
仏
に
お
い
て
も
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
社
会
哲
学
あ
る
い

は
歴
史
哲
学
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
特
殊
科
学
の
列
に
入
る
も

の
で
な
・
く
、
し
た
が
っ
て
ジ
ム
メ
ル
や
ウ
ィ
ー
ゼ
の
い
わ
ゆ
る
形

式
社
会
学
は
、
杜
会
理
性
批
判
と
い
う
べ
き
も
の
で
社
会
学
で
は

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
杉
村
教
授
に
先
立
ち
昭
和
三
年
か
ら
高
瀬
荘
太
郎
教
授
が
社
会

学
の
講
義
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。
教
授
は
学
生
時
代
建
部
教
授
の

講
義
で
、
実
証
主
義
の
精
神
、
建
部
教
授
の
い
う
「
実
理
」
を
学

ぴ
、
社
会
学
が
社
会
諸
科
学
の
基
礎
学
で
あ
る
こ
と
を
学
ぱ
れ
た
。

教
授
の
専
攻
は
会
計
学
で
あ
っ
た
が
、
大
正
六
年
欧
米
に
留
学
す

る
に
当
り
、
会
計
学
の
基
礎
学
と
し
て
社
会
学
を
も
研
究
し
て
く

る
よ
う
、
当
時
の
佐
野
学
長
に
要
講
さ
れ
た
と
い
う
。
会
計
学
を

技
術
学
の
段
階
を
越
え
、
そ
れ
に
理
論
的
基
礎
を
与
え
て
社
会
科

学
の
水
準
に
高
め
る
こ
と
、
こ
れ
が
高
瀬
教
授
に
課
さ
れ
た
課
題

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
社
会
学
の
研
究
に
入
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
最
初
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
一
年
四
力
月
留
学
さ
れ
ギ
デ
ィ
ン

グ
ス
（
軍
彗
匡
5
■
竃
｛
9
竃
ぎ
o
員
眈
畠
蟹
I
H
8
H
）
教
授
の
も

と
で
社
会
学
を
研
究
さ
れ
た
が
、
ギ
デ
ィ
ン
グ
ス
の
心
理
主
義
的

社
会
学
は
教
授
を
満
足
さ
せ
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
を
経
て
大
正

九
年
一
月
フ
ラ
ン
ス
に
渡
ら
れ
た
高
瀬
教
授
は
、
二
年
半
に
わ
た

り
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
挙
と
く
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
（
■
昌
ま
］
）
胃
・

彗
⑭
ぎ
H
o
。
血
o
．
l
H
β
N
）
挙
派
を
研
究
し
、
そ
れ
に
傾
倒
さ
れ
た
。

教
授
の
関
心
は
さ
ら
に
遡
っ
て
コ
ン
ト
、
サ
ン
ー
シ
モ
ン
（
国
竃
ユ

ρ
O
ω
巴
鼻
－
望
冒
O
■
岩
S
l
H
O
O
豊
）
に
も
及
ん
だ
。
つ
ま
り
フ
ラ
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ン
ス
実
証
主
義
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
た
。
東
京
商
科
大
学
本
科

一
橋
消
費
組
合
が
刊
行
し
た
『
高
瀬
氏
述
、
社
会
学
、
昭
和
一
五

年
度
講
義
』
の
対
象
は
、
サ
ン
ー
シ
モ
ン
に
始
ま
り
コ
ン
ト
を
経

て
一
八
九
〇
年
以
降
一
九
一
〇
年
に
至
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
に
及

ん
で
い
る
。

　
教
授
は
社
会
学
に
関
す
る
著
作
を
残
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
フ
ラ

ン
ス
社
会
学
を
紹
介
す
る
幾
多
の
論
文
を
発
表
さ
れ
、
日
本
の
社

会
学
界
に
清
新
の
気
風
序
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
「
杜
会
事
実

の
本
質
」
（
『
商
学
研
究
』
第
二
巻
第
二
号
、
大
正
一
一
年
．
一
九

二
二
年
）
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
社
会
的
事
実
に
関
す
る
見
解
を
、

そ
れ
の
個
人
心
理
に
還
元
で
き
ぬ
実
在
性
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
の

個
人
に
と
っ
て
の
外
在
性
と
「
脅
圧
性
」
に
関
し
て
紹
介
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
社
会
的
事
実
の
本
質
を
、
個
人
に
対
す
る
外
在

性
と
拘
東
性
と
に
み
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
こ
の
見
解
は
、
教
授
の

会
計
挙
に
お
け
る
市
場
的
強
制
と
し
て
の
「
市
場
の
価
格
」
論
に

反
映
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
教
授
に
は
「
築
団
意
識
に
つ
い
て
」
（
『
商
学
研
究
』
第
三
巻
第

三
号
、
犬
正
二
一
年
）
と
題
す
る
論
文
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
レ
ヴ

ィ
ー
ブ
リ
ュ
ー
ル
（
巨
o
ぎ
忌
く
一
由
昌
巨
畠
零
－
岩
ま
）
、
ブ

ー
グ
レ
（
O
色
9
ま
目
田
o
自
o
冒
示
H
o
0
N
〇
一
一
〇
全
o
）
、
ユ
ベ
ー
ル
（
国
o
胃
－

｝
目
σ
①
『
汁
－
o
0
N
N
l
H
o
心
N
）
、
モ
ー
ス
（
］
≦
凹
『
o
Φ
一
］
≦
串
自
ω
ω
】
・
o
0
N
N
l

一
8
o
）
な
ど
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
学
派
の
社
会
学
者
た
ち
の
諸
業
績
に

依
拠
し
つ
つ
、
未
開
社
会
に
お
け
る
集
団
意
識
と
し
て
の
神
秘
的

共
生
感
が
い
か
な
る
も
の
で
、
そ
れ
が
解
体
し
て
精
神
の
個
性
化

的
傾
向
が
発
達
し
、
純
概
念
的
傾
向
が
現
れ
る
と
し
て
も
、
非
合

理
な
集
団
意
識
は
依
然
存
続
す
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
、
こ
の

二
つ
の
傾
向
は
個
人
と
社
会
の
根
本
間
題
に
ふ
れ
、
多
く
の
思
想

上
の
闘
争
の
問
題
と
関
連
す
る
と
さ
れ
た
。
諭
文
「
社
会
学
に
お

け
る
二
つ
の
傾
向
」
（
『
商
学
研
究
』
第
四
巻
第
一
号
、
大
正
二
二

年
）
は
、
杜
会
現
象
へ
の
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
退
け
る
デ
ュ

ル
ヶ
ー
ム
と
そ
の
主
要
な
論
敵
の
一
人
タ
ル
ド
（
言
彗
Ω
き
・
邑

H
彗
ま
H
o
。
む
ー
岩
睾
）
と
の
社
会
学
を
比
較
検
討
し
、
前
者
に
は

大
き
な
誇
張
が
あ
る
と
批
判
さ
れ
、
「
社
会
学
は
心
理
挙
の
カ
を

借
り
て
初
め
て
そ
の
対
象
の
核
心
に
進
入
し
、
研
究
事
実
の
起
源

及
び
遠
き
原
因
を
も
捕
捉
」
し
う
る
と
さ
れ
な
が
ら
、
「
両
派
の

争
点
は
結
局
社
会
哲
学
の
理
論
と
し
て
十
分
の
哲
学
的
思
索
を
経

て
初
め
て
適
当
な
る
解
決
を
得
ら
れ
る
も
の
と
恩
ふ
」
と
結
ん
で

お
ら
れ
る
。
こ
の
論
文
に
よ
っ
て
教
授
が
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
一
辺
倒

で
な
か
っ
た
こ
と
が
分
る
。

　
論
文
「
マ
ル
テ
ィ
社
会
学
に
お
け
る
予
見
」
（
『
社
会
科
学
』
第
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一
巻
第
五
号
、
大
正
一
四
年
）
は
、
今
は
無
名
の
マ
ル
チ
（
≦
O
－

8
ユ
彗
o
Ω
胃
o
ポ
峯
胃
ε
の
学
位
論
文
『
杜
会
学
に
お
け
る
予

見
』
（
一
九
二
三
年
）
の
紹
介
と
批
評
と
を
試
み
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
「
或
限
定
せ
ら
れ
た
る
範
囲
に
於
て
の
特
殊
杜
会
科
挙

的
法
則
を
認
め
る
こ
と
、
従
っ
て
そ
の
限
度
に
於
け
る
予
見
性
を

可
能
な
ら
し
む
る
こ
と
は
、
現
在
の
社
会
学
よ
り
観
て
可
能
な
る

も
の
と
信
ず
る
」
と
緒
論
さ
れ
て
い
る
。
論
文
「
ブ
ー
グ
レ
の
社

会
学
」
（
フ
ラ
ン
ス
学
会
編
『
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
科
学
　
　
現
代

に
於
け
る
諸
傾
向
』
昭
和
五
年
所
収
）
は
、
デ
ニ
ル
ケ
ー
ム
学
派

の
な
か
に
あ
っ
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
対
し
て
一
定
の
批
判
的
態
度

を
と
っ
た
ブ
ー
グ
レ
の
見
解
の
紹
介
と
検
討
で
あ
り
、
論
文
「
モ

ー
ニ
エ
の
社
会
挙
」
（
『
社
会
学
雑
誌
』
第
七
二
号
、
昭
和
五
年
）

は
モ
ー
ニ
エ
（
射
o
ま
■
〇
三
m
向
o
o
自
胃
O
峯
四
自
弐
胃
H
o
o
o
0
N
I

岩
ま
）
の
『
社
会
学
序
論
』
（
一
九
二
九
年
）
の
紹
介
と
検
討
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
紹
介
や
検
討
と
は
別
に
論
文
「
経
済
と
社
会
」
（
田

辺
寿
利
編
『
社
会
学
大
系
』
第
一
一
巻
『
経
済
と
交
通
』
昭
和
二

二
年
）
と
題
す
る
、
自
説
を
展
開
・
し
た
論
文
も
あ
る
。
こ
の
論
文

は
、
経
済
と
社
会
と
の
関
係
を
、
経
済
的
欲
求
と
社
会
進
化
、
生

産
技
術
の
進
歩
と
社
会
秩
序
、
経
済
現
象
と
社
会
現
象
と
い
う
観

点
か
ら
考
察
し
、
更
に
進
ん
で
経
済
の
杜
会
化
に
つ
い
て
論
じ
、

そ
れ
と
経
済
の
民
主
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ

る
。　

教
授
に
は
以
上
の
ほ
か
に
、
「
ブ
ー
グ
レ
の
杜
会
学
に
於
け
る

社
会
形
式
の
観
念
」
（
『
商
挙
研
究
』
第
八
巻
第
四
号
、
昭
和
四

年
）
、
「
階
級
の
障
壁
」
（
『
一
橋
新
聞
』
第
二
一
二
号
、
昭
和
五

年
）
、
「
経
済
階
級
構
成
の
数
量
的
観
察
」
（
『
季
刊
社
会
学
』
第
一

輯
、
昭
和
六
年
）
、
「
一
九
三
一
年
に
於
け
る
社
会
学
の
方
向
」

（
『
財
政
経
済
時
報
』
第
一
八
巻
第
一
号
、
昭
和
六
年
）
、
「
社
会
不

安
」
（
『
一
橋
新
聞
』
第
一
五
六
、
一
五
七
号
、
昭
和
七
年
）
、
「
権

威
の
社
会
形
態
論
的
考
察
」
（
日
本
社
会
学
界
年
報
『
社
会
単
』

第
六
輯
、
昭
和
二
二
年
）
、
「
サ
ン
ー
シ
モ
ン
に
よ
る
産
業
者
政
治

の
制
度
」
（
『
一
橋
論
叢
』
第
四
巻
第
六
号
、
昭
和
一
四
卒
）
が
あ

る
。　

昭
和
ニ
ハ
年
か
ら
高
島
善
哉
教
授
が
社
会
学
の
講
義
を
担
当
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
杜
会
学
担
当
教
授
以
外
の
方
の
社
会
学

的
業
績
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
本
多
謙
三
教
授
は
、
左
右
田

博
士
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
『
思
想
』
の
左
右
田

博
士
追
悼
号
（
第
七
二
号
、
昭
和
二
年
）
に
発
表
さ
れ
た
「
歴
史

的
社
会
的
学
問
特
に
経
済
学
の
方
法
に
つ
い
て
」
と
『
商
学
研

597



一橋論叢 第八十九巻 第四号　（108）

究
』
第
八
巻
第
一
号
（
昭
和
三
年
）
に
発
表
さ
れ
た
「
杜
会
科
学

の
科
学
性
」
と
は
、
と
も
に
社
会
科
学
の
方
法
論
に
か
か
わ
る
論

考
と
し
て
社
会
学
に
と
っ
て
も
注
目
に
価
す
る
。
前
者
は
と
く
に

マ
ヅ
ク
ス
・
ヴ
呈
ー
バ
ー
（
旨
買
≦
①
げ
害
富
塞
ド
岩
8
）
の
社

会
科
学
方
法
論
を
、
後
者
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
科
学
性
と
く
に
そ

の
矛
盾
概
念
と
弁
証
法
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
教
授
に
は
「
一

橋
社
会
学
最
初
の
成
果
－
関
栄
吉
氏
著
『
社
会
学
研
究
』
を
読

む
」
（
『
一
橋
新
聞
』
第
一
〇
一
号
、
昭
和
四
年
）
お
よ
ぴ
「
哲
学

の
社
会
学
化
」
（
『
一
橋
新
聞
』
第
一
〇
五
号
、
昭
和
五
年
）
と
題

す
る
論
文
と
並
ん
で
、
「
浪
漫
的
社
会
、
経
済
観
批
判
」
（
『
新
興

科
学
の
旗
の
も
と
に
』
第
二
巻
第
三
号
、
昭
和
四
年
）
お
よ
ぴ

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
理
論
」
（
『
中
央
公
論
』
第
四
六
年
、
第
一
号
、

昭
和
六
年
）
と
翅
す
る
論
文
も
あ
る
。

　
後
に
ド
イ
ツ
中
世
史
家
と
な
る
上
原
専
禄
教
授
が
、
貧
乏
の
研

究
を
以
っ
て
学
閲
上
の
生
涯
を
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
甚
だ
興

味
深
い
。
「
貧
乏
の
本
質
を
論
ず
」
（
『
一
橘
会
薙
誌
』
第
二
二
四

号
、
大
正
六
年
・
一
九
一
七
年
）
は
教
授
が
東
京
高
商
在
学
中
の

論
文
で
あ
る
が
、
広
狭
二
義
の
貧
乏
の
規
定
に
始
ま
り
、
個
人
と

社
会
に
及
ぽ
す
貧
乏
の
影
響
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
社
会

学
的
研
究
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
「
貧
乏
の
原
因
を
論
ず
」

（
『
一
橋
会
薙
誌
』
第
二
二
八
号
、
大
正
七
年
）
は
、
前
掲
論
文
よ

り
も
よ
り
体
系
的
な
貧
困
の
原
因
に
関
す
る
社
会
学
的
研
究
で
あ

る
。

　
上
原
教
授
は
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
、
『
学
問
へ
の
現
代
的
断

想
』
（
昭
和
二
五
年
）
の
よ
う
な
挙
問
論
を
展
開
さ
れ
て
知
識
人

を
啓
発
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
社
会
科
学
の
現
代
的
課
題
」
（
『
一

橋
論
叢
』
第
三
五
巻
第
四
号
、
昭
和
一
三
年
）
の
如
き
論
文
に
よ

っ
て
も
社
会
科
学
者
の
自
覚
を
促
さ
れ
た
。

　
ほ
か
に
社
会
学
的
業
績
と
し
て
木
村
元
一
教
授
の
「
財
政
社
会

学
の
発
展
」
（
『
一
橋
諭
叢
』
第
八
巻
第
四
号
、
昭
和
ニ
ハ
年
）
と

題
す
る
論
文
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
諭

文
は
、
ル
ド
ル
フ
・
ゴ
ー
ル
ト
シ
ャ
イ
ト
（
崖
邑
o
罵
Ω
o
巨
ω
o
ま
巨

畠
N
0
1
H
£
H
）
に
よ
り
成
立
し
た
財
政
社
会
学
の
意
義
と
、
そ
の

後
の
展
開
を
追
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
坂
田
太
郎
教
授
に
は
、
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
の
系
譜
』
（
昭
和
二

三
年
、
第
二
版
昭
和
二
九
年
）
と
「
「
社
会
的
成
層
」
に
つ
い
て
L

（
『
一
橋
論
叢
』
第
二
七
巻
第
五
号
、
昭
和
二
七
年
）
と
題
す
る
論

文
と
が
あ
る
。
前
者
は
、
社
会
主
義
と
文
化
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

ジ
ャ
ン
ル
、
社
会
的
心
理
の
問
趨
、
イ
デ
才
ロ
ギ
ー
の
起
源
な
ど

を
論
じ
、
後
者
は
、
ザ
ウ
エ
ル
マ
ン
（
申
ω
彗
彗
量
昌
）
の

895
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「
杜
会
的
転
層
」
論
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
義
を
検
討
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
以
上
の
ほ
か
に
も
社
会
学
担
当
教
授
以
外
の
方
の
社
会
挙
的
業

績
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
私
の
見
逃
が
し
を
お
許

し
い
た
だ
き
た
い
。

三

　
さ
て
昭
和
一
六
年
か
ら
社
会
学
の
講
義
を
担
当
さ
れ
た
高
島
善

哉
教
授
は
、
同
年
『
経
済
社
会
学
の
根
本
間
題
』
を
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
に
お
い
て
、
教
授
は
、
当
時
の
全
体
主
義
的
な
政
治
経
済
学

と
近
代
主
義
的
な
純
粋
経
済
学
と
を
両
面
批
判
す
る
立
場
か
ら
、

経
済
挙
の
社
会
学
化
と
同
時
に
社
会
学
の
経
済
学
化
、
つ
ま
り
経

済
学
と
社
会
挙
と
の
内
面
的
統
一
の
必
要
性
を
提
唱
さ
れ
、
第
三

の
道
と
し
て
の
経
済
社
会
学
の
旗
を
掲
げ
ら
れ
た
。
本
書
の
主
題

を
な
す
ス
ミ
ス
研
究
も
、
単
な
る
学
説
史
的
研
究
で
は
な
く
1

と
は
い
え
本
書
は
戦
後
わ
が
国
に
お
け
る
ス
ミ
ス
研
究
の
出
発
点

と
な
っ
た
－
、
経
済
社
会
学
を
構
想
す
る
た
め
の
歴
史
的
な
迂

回
で
あ
っ
た
。
本
書
に
先
立
っ
て
発
表
さ
れ
た
「
経
済
社
会
挙
へ

の
生
成
過
程
」
（
『
一
橋
論
叢
』
第
五
巻
第
四
号
、
昭
和
一
五
年
）

は
、
ゴ
ッ
ト
ル
（
Ω
o
匡
－
O
；
…
彗
｛
o
巨
畠
α
o
o
－
H
漂
o
o
）
と
ゾ
ム

バ
ル
ト
（
老
o
昌
胃
ω
o
昌
一
〕
彗
け
－
o
。
竃
l
H
塞
H
）
を
以
っ
て
、
「
経

済
社
会
学
の
形
成
は
誰
よ
り
も
先
づ
こ
の
二
人
の
学
者
を
通
じ
て

行
は
れ
て
来
る
」
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
で
も
「
経
済
社
会
学
の

萌
芽
は
杜
会
学
の
生
誕
と
共
に
あ
っ
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
古
典

学
派
へ
の
復
帰
は
、
純
粋
経
済
学
を
批
判
し
て
、
現
実
の
危
機
に

対
処
し
う
る
新
し
い
経
済
社
会
学
へ
至
る
跳
躍
台
と
し
て
の
意
義

を
有
し
た
。

　
も
と
も
と
教
授
の
経
済
社
会
挙
の
構
想
は
、
卒
業
論
文
「
経
済

静
学
と
経
済
動
学
の
国
民
経
済
的
意
義
－
ヨ
ゼ
フ
・
シ
ュ
ン
ベ

ー
タ
ー
の
研
究
」
（
昭
和
二
年
）
以
後
、
「
金
利
生
活
者
経
済
学
最

後
の
型
」
（
『
新
興
科
学
の
旗
の
下
に
』
第
二
巻
第
三
号
、
昭
和
四

年
）
と
「
価
値
論
な
き
流
通
論
」
（
同
上
、
第
二
巻
第
四
号
、
昭

和
四
年
）
、
「
瀞
観
的
経
済
学
の
止
揚
の
方
法
」
（
未
発
表
）
な
ど

に
示
さ
れ
た
純
粋
経
済
学
批
判
の
な
か
か
ら
次
第
に
醸
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
間
、
他
方
で
は
「
ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
、

リ
ス
ト
に
よ
っ
て
ス
、
ミ
ス
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
」
（
「
リ
ス
ト
復

興
と
現
代
に
於
け
る
リ
ス
ト
解
釈
の
方
向
」
『
東
京
商
科
大
学
六

〇
周
年
紀
念
論
文
集
』
一
九
三
五
年
所
収
）
立
場
か
ら
リ
ス
ト

（
写
一
＆
・
一
争
＝
ω
庁
H
N
o
。
℃
－
H
o
。
ま
）
が
（
ほ
か
に
書
評
「
フ
リ
ー
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ド
リ
ヒ
・
レ
ン
ッ
の
リ
ス
ト
伝
」
『
一
橋
論
叢
』
第
一
巻
第
一
号
、

一
九
三
八
年
。
論
文
「
リ
ス
ト
批
判
の
発
展
に
関
す
る
諸
問
題
」

同
上
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
三
八
年
）
、
ま
た
「
フ
ィ
ヒ
テ
と
リ

ス
ト
の
対
句
の
う
ち
に
社
会
科
学
的
認
識
の
一
つ
の
基
礎
的
な
間

題
を
取
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
の
意
向
の
も
と
に
フ
ィ
ヒ
テ

（
－
o
チ
閏
目
目
Ω
o
ま
－
〇
一
〕
｝
－
o
｝
冨
－
N
s
l
H
0
0
宝
）
が
（
フ
ィ
ヒ
テ

『
封
鎖
商
業
国
』
の
一
研
究
－
特
に
リ
ス
ト
の
国
民
経
済
体
系

に
関
連
し
て
1
」
東
京
商
科
大
学
研
究
年
報
『
経
済
単
研
究
』

第
六
巻
、
一
九
三
八
年
）
が
、
ま
た
ス
ミ
ス
に
「
依
存
し
な
が
ら

対
立
す
る
」
ミ
ュ
ラ
ー
（
＞
豊
昌
由
o
ぎ
ユ
多
旨
彗
實
旨
葛
－

崖
S
）
が
（
「
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
ス
ミ
ス
批
判
」
『
一
橋
論
叢
』

第
三
巻
。
第
四
号
、
一
九
三
九
年
）
が
研
究
さ
れ
て
い
た
。

　
昭
和
：
ハ
年
（
一
九
四
一
年
）
に
論
文
「
経
済
学
の
社
会
学
化

に
つ
い
て
」
（
『
一
橋
諭
叢
』
第
八
巻
第
六
号
）
が
発
表
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
経
済
社
会
学
の
構
想
の
体
系
化
を
さ
ら
に
一
歩
押
し

進
め
よ
う
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
経
済
学
の
杜
会

学
的
前
提
を
間
題
と
さ
れ
、
正
統
派
経
済
学
が
与
件
と
理
論
と
の

内
面
的
関
連
を
、
社
会
哲
挙
的
に
も
経
験
科
学
的
に
も
把
握
し
て

い
た
点
に
、
経
済
社
会
学
に
と
っ
て
「
意
味
深
き
予
兆
が
潜
む
」

と
し
て
、
正
統
派
経
済
学
が
労
働
お
よ
び
労
働
の
生
産
カ
の
認
識

に
お
い
て
、
所
得
と
所
有
と
の
関
係
、
与
件
と
経
済
と
の
相
互
依

存
関
係
の
把
握
に
お
い
て
、
近
代
経
済
学
と
比
較
し
て
正
統
学
派

が
い
か
に
社
会
学
的
で
あ
り
得
た
か
を
示
し
、
生
産
力
理
論
の
構

造
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
教
授
の
経
済
社
会
学
が
、

交
換
学
と
し
て
の
経
済
理
論
を
社
会
挙
的
な
生
産
カ
理
論
に
ま
で

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

拡
充
し
、
均
衡
の
観
念
を
体
制
の
概
念
の
な
か
に
包
摂
消
化
し
よ

う
と
す
る
意
図
の
現
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
昭
和
一
九
年
に
「
段
階

理
論
と
体
制
理
論
」
（
『
一
橋
論
叢
』
第
二
二
巻
第
六
号
）
が
発
表

さ
れ
た
の
も
必
然
で
あ
る
。
こ
の
論
文
に
は
、
「
体
制
概
念
の
経

済
社
会
学
的
基
礎
づ
け
」
と
い
う
副
題
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
体

制
概
念
は
、
社
会
挙
と
し
て
の
自
然
法
（
啓
蒙
思
想
）
と
歴
史
哲

学
（
歴
史
主
義
）
と
を
統
一
す
る
と
こ
ろ
に
な
り
た
ち
、
か
つ
生

産
カ
の
構
造
連
関
と
い
う
内
実
を
有
す
る
。

　
高
島
教
授
の
こ
れ
ま
で
の
業
繍
は
す
べ
て
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
も
と
で
の
暗
黒
時
代
の
所
産
で
あ
る
。
敗
戦
と
と
も
に
日
本
に

も
民
主
化
の
波
が
押
し
よ
せ
て
き
た
。
教
授
は
、
戦
後
間
も
な
く

「
価
値
論
の
復
位
」
（
『
経
済
評
論
』
昭
和
二
一
年
八
月
号
）
を
発

表
さ
れ
て
新
し
い
時
代
を
迎
え
、
学
界
の
注
目
を
ひ
い
た
。
こ
の

論
文
は
、
敗
戦
が
「
我
々
を
市
民
社
会
の
出
発
点
に
ま
で
押
戻
し

て
く
れ
た
」
時
点
で
、
市
民
社
会
の
全
体
認
識
の
第
一
歩
で
あ
り
、
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生
成
発
展
し
つ
つ
あ
る
市
民
社
会
の
健
全
な
自
己
認
識
で
あ
る
正

統
学
派
の
労
働
価
値
論
の
復
位
を
提
唱
さ
れ
、
生
産
カ
の
立
場
を

理
論
的
に
確
立
す
る
価
値
論
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
た
。
こ
れ
も

ま
を
言
う
ま
で
も
な
く
経
済
社
会
学
の
構
想
の
一
環
を
な
し
て
い

る
。

　
そ
の
ほ
か
に
経
済
社
会
挙
の
構
想
は
、
「
体
制
概
念
と
価
値
法

則
」
（
『
人
文
』
第
二
号
、
昭
和
二
二
年
）
、
『
経
済
社
会
学
の
構

想
』
（
昭
和
二
三
年
）
、
「
生
産
カ
理
論
の
課
題
」
（
『
一
橋
論
叢
』

第
二
二
巻
第
二
号
、
昭
和
二
四
年
）
、
「
技
術
と
生
産
カ
」
（
『
一
橋

論
叢
』
第
二
四
巻
第
五
号
、
昭
和
二
五
年
）
、
「
生
産
カ
と
価
値
」

『
恩
想
』
昭
和
二
五
年
一
〇
月
号
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
う
ち
『
経
済
社
会
挙
の
構
想
』
は
、
経
済
社
会
学
の
中
心

概
念
で
あ
る
体
制
の
概
念
を
方
法
論
的
に
も
内
容
上
も
明
ら
か
に

し
、
歴
史
的
個
体
と
し
て
の
体
制
が
同
時
に
生
産
カ
め
構
造
連
関

で
あ
り
、
こ
の
構
造
連
関
を
労
働
生
産
カ
の
立
場
か
ら
把
握
し
て

い
く
必
要
性
を
指
摘
さ
れ
、
か
つ
教
授
の
構
想
さ
れ
る
経
済
社
会

学
が
、
他
の
特
殊
社
会
学
、
哲
学
、
唯
物
史
観
お
よ
ぴ
経
済
学
と

い
か
な
る
関
係
に
立
つ
の
か
を
閲
明
に
さ
れ
た
。

　
「
体
制
概
念
と
価
値
法
則
」
は
、
体
制
概
念
を
、
一
義
的
規
定

性
、
歴
史
的
個
体
性
と
構
造
的
連
関
性
と
の
統
一
と
し
て
把
え
、

体
制
に
即
し
な
が
ら
体
制
を
超
え
る
立
場
を
生
産
カ
の
立
場
に
求

め
、
複
合
的
な
生
産
カ
の
諸
契
機
の
相
互
連
関
的
な
研
究
の
必
要

を
説
き
、
最
後
に
価
値
法
則
が
資
本
主
義
体
制
の
体
制
概
念
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
と
の
関
係
で
、
社
会
主
義
体
制
下

で
の
価
値
関
係
の
性
格
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
生
産
カ
理
論
の
課
題
」
は
、
理
論
経
済
学
が
生
産
カ
の
間
題

を
価
椿
生
産
カ
の
問
題
と
し
て
の
み
理
解
す
る
の
を
批
判
さ
れ
、

生
産
カ
理
論
を
、
生
産
カ
の
本
源
性
、
複
合
性
、
動
的
性
格
、
全

体
性
と
い
う
四
つ
の
性
格
に
即
し
て
深
化
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
さ

れ
た
。

　
「
技
術
と
生
産
カ
」
は
、
戦
後
わ
が
国
の
技
術
論
論
争
に
か
か

わ
っ
て
、
諸
科
学
の
限
界
領
域
に
位
置
す
る
技
術
に
つ
い
て
、
社
。

会
科
学
は
、
そ
れ
を
生
産
カ
の
場
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、

技
術
の
複
合
的
な
性
格
を
規
定
し
う
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に

技
術
の
歴
史
的
社
会
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
説
か
れ
た
。

　
「
生
産
カ
と
価
値
」
は
、
生
産
力
と
生
産
関
係
と
の
統
一
と
背

反
と
の
関
係
を
立
ち
入
っ
て
規
定
す
る
た
め
に
、
両
者
の
中
間
項

と
し
て
、
そ
れ
自
身
一
種
の
生
産
カ
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
同

時
に
生
産
関
係
で
も
あ
り
う
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
「
労
働
関
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係
L
と
い
う
範
曉
を
導
入
し
、
価
値
は
生
産
関
係
を
表
わ
す
と
い

う
よ
り
も
、
労
働
関
係
を
表
わ
す
と
し
た
方
が
い
っ
そ
う
正
確
で

あ
る
と
さ
れ
る
。

　
他
方
、
教
授
は
戦
後
の
日
本
に
「
市
民
社
会
」
論
を
提
起
さ
れ

た
第
一
人
者
で
も
あ
る
。
一
九
四
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
の
市
民
社
会
体
系
』
が
そ
の
契
機
と
な
っ
た
。
日
本

に
は
市
民
社
会
が
不
在
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
教
授
の
問
題
意
識

で
あ
る
が
、
市
民
社
会
と
は
何
か
を
ス
ミ
ス
研
究
を
通
じ
て
追
求

さ
れ
、
そ
れ
を
生
産
カ
の
体
系
と
規
定
さ
れ
た
。

　
市
民
社
会
の
問
題
と
関
連
し
て
、
教
授
に
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

も
の
」
へ
の
関
心
が
芽
ぱ
え
て
く
る
。
つ
ま
り
市
民
社
会
が
イ
ン

タ
i
ナ
シ
冨
ナ
ル
で
都
会
的
な
の
に
対
し
て
、
「
ナ
シ
目
ナ
ル
な

も
の
」
は
土
着
的
で
自
然
的
な
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
一
九
五
〇

年
刊
行
の
『
新
し
い
愛
国
心
』
が
、
こ
の
関
心
の
最
初
の
現
れ
で

あ
る
。
市
民
社
会
の
論
理
で
は
割
り
切
れ
な
い
非
合
理
な
も
の
を

ど
う
理
論
的
に
把
握
し
う
る
か
が
問
魑
と
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
五
四
年
刊
行
の
『
杜
会
科
学
入
門
』
で
は
、
体
制
、

階
級
、
民
族
と
い
う
三
つ
の
柱
で
社
会
科
学
体
系
を
構
成
し
よ
う

と
す
る
構
想
が
示
さ
れ
る
。
一
九
六
二
年
刊
行
の
共
著
『
社
会
恩

想
史
概
論
』
の
構
成
も
、
人
間
の
解
放
、
民
族
の
解
放
、
階
級
の

解
放
の
三
本
の
柱
か
ら
な
っ
て
お
り
、
こ
の
構
想
が
『
入
門
』
の

発
想
か
ら
き
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
そ
の
間
幾
多
の
啓
蒙
書
も
刊
行
さ
れ
た
。
一
九
五
〇
年
の
『
社

会
科
学
へ
の
遣
』
（
弘
文
堂
）
、
五
一
年
の
『
社
会
科
学
と
人
間
革

命
』
、
五
二
年
の
『
杜
会
科
学
へ
の
道
』
（
理
論
社
）
、
五
六
年
の

『
学
生
の
た
め
の
人
生
論
』
と
『
国
民
の
杜
会
科
学
』
、
五
七
年
の

『
青
年
と
思
想
革
命
』
と
『
社
会
科
学
、
見
か
た
考
え
か
た
』
が

そ
れ
で
あ
る
。

　
六
三
年
に
は
『
現
代
日
本
の
考
察
』
を
刊
行
さ
れ
た
が
、
ご
れ

は
教
授
が
直
接
日
本
を
考
察
の
対
象
と
さ
れ
た
最
初
の
著
作
で
あ

ろ
う
が
、
輸
入
学
間
で
な
く
日
本
の
土
壌
に
根
づ
い
た
杜
会
科
挙

の
必
要
を
説
か
れ
る
教
授
の
婆
勢
の
現
れ
で
あ
り
、
本
書
に
お
い

て
初
め
て
教
授
の
風
土
理
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　
一
九
六
六
年
に
一
橋
大
学
を
退
官
さ
れ
た
後
七
〇
年
に
刊
行
さ

れ
た
『
民
族
と
階
級
』
は
、
民
族
と
階
級
と
の
関
連
を
問
題
と
さ

れ
、
国
粋
主
義
に
批
判
的
で
あ
る
と
同
時
に
ナ
シ
冒
ナ
リ
ズ
ム
を

す
べ
て
反
動
的
と
決
め
つ
け
る
態
度
に
も
批
判
的
な
教
授
の
思
想

が
示
さ
れ
る
。
第
三
の
道
と
し
て
の
経
済
社
会
学
を
構
想
さ
れ
た

教
授
の
両
面
批
判
の
方
法
は
こ
こ
に
も
生
き
て
い
る
と
い
う
ぺ
き

で
あ
ろ
う
。
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七
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
実
践
と
し
て
の
学
問
』
は
、
大
挙
紛

争
後
の
虚
無
感
を
い
か
に
救
う
か
と
い
う
間
魎
意
識
か
ら
執
筆
さ

れ
、
短
絡
の
論
理
を
批
判
し
て
、
学
問
そ
の
も
の
の
実
践
性
を
指

摘
さ
れ
た
。

　
七
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
マ
ル
ク
ス
と
ヅ
ェ
ー
バ
ー
』
は
、
通

説
と
違
っ
て
マ
ル
ク
ス
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
の
共
通
性
を
認
め
た
う

え
で
、
主
体
と
客
体
の
と
ら
え
方
の
相
違
を
指
摘
し
、
マ
ル
ク
ス

の
射
程
距
離
が
ヴ
ェ
ー
バ
ー
よ
り
大
き
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。

　
七
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
現
代
国
家
論
の
原
点
』
は
、
高
島
教

授
の
社
会
科
学
体
系
の
三
大
柱
つ
ま
り
体
制
、
階
級
、
民
族
に
加

う
る
に
第
四
の
柱
た
る
国
家
の
理
論
的
考
察
で
あ
る
が
、
こ
の
著

作
の
独
創
性
は
、
い
わ
ゆ
る
「
二
重
機
能
」
論
を
批
判
し
、
国
家

論
に
経
済
学
に
お
け
る
価
値
形
態
論
を
適
用
さ
れ
た
点
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
教
授
は
、
久
し
く
経
済
社
会
学
と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
。
し
か
し
教
授
が
現
在
取
組
ま
れ
て
い
る
間
題
は
、
生
産
カ

理
論
の
構
築
で
あ
る
。
「
人
は
す
べ
て
永
遠
に
処
女
作
に
向
か
っ

て
完
成
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
想
起
さ
れ
る
。
高
島
教
授
の
学
問

的
生
涯
は
、
『
経
済
社
会
学
の
根
本
問
題
』
ま
で
の
第
一
期
を
r

の
時
期
と
す
れ
ぱ
、
『
根
本
間
題
』
・
か
ら
一
橋
犬
学
退
官
ま
で
の

　
　
　
　
、

第
二
期
を
反
の
時
期
と
し
、
そ
れ
に
媒
介
さ
れ
て
退
官
以
後
に
が

の
時
期
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
一
橋
社
会
学
の
伝
統
を
ふ
り
返
っ
て
、
そ
の
特
徴
を
次
の

よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
社
会
学

は
、
社
会
諸
科
挙
の
基
礎
理
論
と
レ
て
構
想
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
福
田
教
授
の
社
会
政
策
論
の
基
礎
に
あ
る
「
杜

会
の
発
見
」
者
ロ
レ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
、
才
ツ
ペ
ン

ハ
イ
マ
ー
、
ホ
ヅ
ブ
ハ
ウ
ス
ヘ
の
注
目
、
左
右
田
博
士
の
貨
幣
本

質
諭
の
基
礎
に
あ
る
「
社
会
と
個
人
」
問
魑
に
お
け
る
ジ
ン
メ
ル

ヘ
の
論
及
、
杉
村
教
授
に
お
け
る
経
済
学
の
哲
学
的
方
法
的
基
礎

づ
け
に
お
け
る
ロ
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
と
リ
ー
ル
、

一
口
同
瀬
教
授
の
会
計
学
の
基
礎
に
あ
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
本
多
教
授

に
お
け
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
科
学
方
法
論
、
高
島
教
授
の
経
済

社
会
挙
の
構
想
な
ど
に
そ
の
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
こ
の
場
合
社

会
学
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
社
会
哲
学
的
な
性
格
を
帯
ぴ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
金
子
教
授
の
社
会
学
も
こ
の
伝
統
に
属
し
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
。

　
第
二
の
特
徴
と
し
て
、
本
学
の
杜
会
学
は
、
経
済
な
い
し
経
済

学
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
る
。
上
田
博
士
の
イ
ギ
リ
ス

資
本
主
義
論
と
人
口
問
題
、
左
右
田
博
士
の
貨
幣
論
、
杉
村
教
授
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の
経
済
哲
学
、
高
瀬
教
授
の
会
計
学
、
上
原
教
授
に
お
け
る
貧
困
、

木
村
教
授
の
財
政
学
、
こ
れ
ら
と
の
関
連
で
社
会
学
が
構
想
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
意
味
で
経
済
学
の
社
会
学
化
と
社
会
学
の
経
済
学

化
と
を
提
唱
さ
れ
た
高
島
教
授
の
経
済
社
会
学
は
、
本
学
の
伝
統

な
し
に
は
考
え
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
本
学
の
伝

統
の
極
地
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
従
っ
て
第
三
に
、
本
学
の
社
会
学
は
、
文
学
部
社
会
学
科
の
社

会
学
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
と
言
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
本
学

の
杜
会
学
は
、
あ
く
ま
で
も
杜
会
科
学
で
あ
る
。

　
以
上
三
点
に
お
い
て
一
橘
社
会
学
の
伝
統
を
特
徴
づ
け
て
み
た

が
、
こ
れ
以
外
に
も
特
徴
を
見
出
し
う
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が

少
な
く
と
も
以
上
三
点
は
、
わ
れ
わ
れ
後
輩
が
継
承
発
展
さ
す
べ

き
伝
統
と
し
て
受
け
つ
が
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
思
う
。
（
本
稿

は
『
一
橋
大
学
学
間
史
』
に
記
戯
さ
れ
た
も
の
に
、
新
入
生
向
け

に
若
干
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）
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